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厚
生
年
金
へ
の
地
方
議
会
議
員
の
加
入
に
つ
い
て
、
会

長
任
期
中
に
実
現
さ
せ
た
い
―
。
6
月
11
日
に
開
催
さ
れ

た
第
95
回
定
期
総
会
で
就
任
し
た
野
尻
哲
雄
会
長
（
大
分

市
議
会
議
長
）
は
、
就
任
に
あ
た
っ
て
、
本
紙
の
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
に
熱
く
語
っ
た
。

―
第
63
代
会
長
に
就
任
し
ま

し
た
が
、
抱
負
を
お
聞
か
せ

く
だ
さ
い
。

厚
生
年
金
へ
の
地
方
議
会

議
員
の
加
入
の
件
に
つ
い
て

は
、
是
非
と
も
実
現
し
な
け

れ
ば
い
け
な
い
最
重
要
課
題

で
あ
り
「
一
丁
目
一
番
地
」

と
位
置
付
け
、
全
力
で
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

今
の
地
方
議
員
の
仕
事
と

い
う
の
は
片
手
間
に
で
き
る

も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
議

員
活
動
に
全
面
的
に
取
り
組

ん
で
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、

議
員
を
辞
め
て
か
ら
の
生
活

に
つ
い
て
考
え
る
と
、
厚
生

年
金
へ
の
加
入
と
い
っ
た
保

障
が
な
け
れ
ば
志
を
も

っ
た
人
材
が
議
員
に
立

候
補
す
る
こ
と
は
難
し

い
実
情
が
あ
る
と
思
い

ま
す
。

今
回
の
統
一
地
方
選

挙
で
も
議
員
の
な
り
手

が
少
な
く
、
無
投
票
の

議
会
が
増
え
て
い
ま
す
。

地
方
議
会
議
員
が
厚

生
年
金
に
加
入
で
き
る

よ
う
に
な
れ
ば
、
サ
ラ

リ
ー
マ
ン
の
方

が
議
員
に
転
身

し
て
も
切
れ
目

な
く
厚
生
年
金

の
適
用
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
、
選
挙
に

立
候
補
し
や
す
く
な

り
、
多
様
で
有
為
な

人
材
を
確
保
で
き
る

と
考
え
ま
す
。

本
件
に
つ
い
て
は
、
引
き

続
き
関
係
各
方
面
に
対
し
て

強
力
に
要
望
し
て
ま
い
り
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

―
総
会
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
地

方
議
会
の
魅
力
向
上
と
権
能

強
化
を
掲
げ
て
い
ま
す
が
。

地
方
自
治
に
お
け
る
二
元

代
表
制
の
一
翼
を
担
っ
て
い

る
の
が
地
方
議
会
で
す
。
地

方
議
会
の
重
要
性
が
増
す
中
、

議
長
へ
の
議
会
招
集
権
付
与
、

議
会
閉
会
中
の
委
員
会
活
動

の
制
限
の
緩
和
な
ど
を
求
め

て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

大
分
市
議
会
で
は
、
平
成

19
年
に
会
派
を
超
え
て
政
策

課
題
を
調
査
、研
究
す
る「
議

員
政
策
研
究
会
」
を
設
置
し
、

議
会
基
本
条
例
の
制
定
、
議

会
活
性
化
推
進
会
議
の
設
置

等
を
行
い
ま
し
た
。

平
成
21
年
に
始
め
た
市
民

意
見
交
換
会
を
皮
切
り
に
大

分
市
子
ど
も
条
例
を
制
定
す

る
と
と
も
に
、
決
算
審
査
の

一
環
と
し
て
事
務
事
業
評
価

を
始
め
ま
し
た
。
平
成
25
年

に
は
、
大
分
市
議
会
防
災
会

議
を
設
置
し
て
、
議
会
Ｂ
Ｃ

Ｐ
（
事
業
継
続
計
画
）
を
策

定
す
る
な
ど
、
1
任
期
中
に

1
つ
な
い
し
2
つ
の
条
例
の

制
定
、
ま
た
は
市
長
へ
の
政

策
提
言
を
行
っ
て
お
り
、
議

会
の
見
え
る
化
を
図
っ
て
い

ま
す
。

―
全
国
各
地
で
自
然
災
害
が

多
発
し
て
い
ま
す
が
、
防
災

・
減
災
対
策
の
充
実
強
化
に

つ
い
て
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

防
災
、
減
災
対
策
は
喫
緊

の
課
題
で
あ
る
と
認
識
し
て

い
ま
す
。

「
公
共
土
木
施
設
災
害
復

旧
事
業
費
国
庫
負
担
法
」
に

基
づ
く
被
災
箇
所
の
原
形
復

旧
は
「
従
前
の
効
用
を
復
旧

す
る
こ
と
」
が
基
本
で
す
。

現
行
の
河
川
等
災
害
関
連
事

業
の
採
択
基
準
で
は
、
「
総

工
事
費
の
う
ち
災
害
関
連
工

事
費
の
占
め
る
割
合
が
原
則

と
し
て
5
割
以
下
」
な
ど
と

さ
れ
て
お
り
、
再
度
災
害
の

防
止
に
向
け
た
十
分
な
改
良

工
事
の
実
施
が
困
難
な
場
合

が
あ
り
ま
す
。
被
災
し
て
い

な
い
箇
所
を
含
む
一
連
の
区

間
に
お
い
て
、
再
度
の
災
害

を
防
止
す
る
観
点
か
ら
施
設

機
能
の
強
化
等
を
図
る
「
改

良
復
旧
事
業
」
の
採
択
基
準

の
緩
和
な
ど
を
国
に
求
め
て

い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

〔
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
〕

若
い
こ
ろ
か
ら
日
本
の
歴

史
、
文
化
、
伝
統
を
守
っ
て

い
き
た
い
と
の
思
い
が
あ
り
、

大
学
時
代
に
将
来
は
大
分
市

の
地
方
議
員
に
な
ろ
う
と
い

う
志
を
も
っ
た
。
30
歳
の
時

に
一
度
、
政
治
の
世
界
を
目

【
2
面
へ
続
く
】
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【
1
面
か
ら
続
く
】

指
し
た
が
、
家
族
の

反
対
に
あ
い
一
旦
は

断
念
。
満
を
持
し
て

50
歳
の
時
に
大
分
市

議
会
議
員
に
立
候
補
。

現
在
5
期
目
。

議
員
に
な
る
前
は
、

バ
ス
会
社
で
経
理
事

務
に
従
事
し
た
ほ
か
、

団
体
職
員
と
し
て
勤
め
た
。

座
右
の
銘
は
「
初
心
忘
る

べ
か
ら
ず
」
。

趣
味
は
、
庭
木
い
じ
り
で
、

若
い
頃
か
ら
造
園
業
者
を
見

て
回
っ
て
い
た
。
例
え
ば
、

か
ぼ
す
や
柿
な
ど
実
の
な
る

木
、
花
の
咲
く
木
が
好
き
で
、

庭
木
を
見
て
い
る
と
心
が
落

ち
着
き
、
癒
さ
れ
る
と
の
こ

と
。
69
歳
。

国
と
地
方
の
協
議
の
場

（
令
和
元
年
度
第
1
回
）
が

6
月
6
日
、
首
相
官
邸
で
開

催
さ
れ
、
山
田
一
仁
本
会
会

長
（
当
時
）
ら
地
方
六
団
体

の
各
代
表
が
出
席
し
た
。

冒
頭
、
安
倍
晋
三
内
閣
総

理
大
臣
か
ら
「
令
和
の
時
代

は
、
地
方
の
時
代
と
し
て
い

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。『
元

気
な
地
方
な
く
し
て
、
日
本

の
再
生
な
し
』
の
決
意
の
下
、

引
き
続
き
、
協
議
の
場
を
活

用
し
て
、
皆
様
の
声
を
よ
く

伺
い
な
が
ら
、
地
方
に
関
わ

る
政
策
課
題
に
取
り
組
ん
で

い
く
」
な
ど
と
挨
拶
し
た
。

続
い
て
、
地
方
六
団
体
を

代
表
し
、
上
田
清
司
全
国
知

事
会
会
長（
埼
玉
県
知
事
）か

ら
挨
拶
し
、
協
議
に
入
っ
た
。

協
議
事
項
は
、
「
『
骨
太

方
針
』の
策
定
等
に
つ
い
て
」。

地
方
六
団
体
の
各
代
表
が
そ

れ
ぞ
れ
発
言
し
た
。
山
田
会

長
か
ら
は
、
次
期
総
合
戦
略

に
は
、
経
済
的
自
立
圏
域
の

形
成
に
つ
い
て
、
快
適
な
生

活
環
境
に
必
要
な
社
会
基
盤

の
整
備
と
、
魅
力
あ
る
ま
ち

づ
く
り
に
必
要
な
土
地
利
用

へ
の
本
格
的
な
取
り
組
み
が

必
要
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し

た
上
で
、
経
済
的
自
立
圏
域

を
形
成
す
る
に
あ
た
り
、
隣

接
す
る
一
定
区
域
の
設
定
を

押
し
つ
け
る
こ
と
に
は
、

反
対
の
意
向
を
表
明
し
た
。

こ
の
ほ
か
、
議
員
の
な

り
手
を
増
や
す
一
助
と
し

て
、
政
府
が
進
め
る
副
業

・
兼
業
の
推
進
の
中
に
、地

方
議
員
へ
の
立
候
補
、
議

員
活
動
も
含
め
て
検
討
す

る
こ
と
な
ど
を
要
望
し
た
。

国
側
か
ら
は
、
石
田
真

敏
総
務
大
臣
、
片
山
さ
つ
き

ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生

担
当
大
臣
、
田
中
良
正
内
閣

府
副
大
臣
ら
か
ら
、
地
方
議

員
の
な
り
手
不
足
に
つ
い
て

の
検
討
の
場
の
創
設
や
、
地

方
創
生
推
進
交
付
金
の
確
保

な
ど
に
つ
い
て
発
言
が
あ
っ

た
。な

お
、
地
方
六
団
体
は
、

「
『
骨
太
方
針
』
の
策
定
等

に
つ
い
て
」
の
資
料
を
提
出

し
て
い
る
。
地
方
六
団
体
提

出
資
料
な
ど
は
内
閣
官
房
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
（http

:
//w

w
w
.cas.go.jp/jp/seis

aku
/kyouginoba/

）
に

掲
載
さ
れ
て
お
り
、
後
日
、

国
会
報
告
と
議
事
録
も
掲
載

の
予
定
。

山山
田田
会会
長長
発発
言言
要要
旨旨

地
方
創
生
本
来
の
狙
い
は
、

東
京
圏
一
極
集
中
の
是
正
だ

け
で
な
く
、
希
望
出
生
率
が

実
現
で
き
る
環
境
整
備
を
目

指
す
こ
と
に
あ
る
べ
き
。
そ

の
た
め
、
若
い
世
代
の
労
働

環
境
と
経
済
環
境
改
善
に
真

正
面
か
ら
取
り
組
む
べ
き
。

ま
た
、
社
会
で
活
躍
で
き

る
高
齢
者
へ
の
対
応
が
可
能

か
な
ど
も
改
め
て
検
討
し
な

け
れ
ば
、
特
に
中
小
市
町
村

の
維
持
が
困
難
に
な
る
た
め
、

検
討
を
お
願
い
し
た
い
。

ま
た
、
一
極
集
中
是
正
に

向
け
、
政
令
市
や
中
核
市
を

拠
点
に
周
辺
地
域
か
ら
形
成

さ
れ
る
経
済
的
自
立
圏
域
を

全
国
各
地
に
つ
く
る
こ
と
は
、

相
応
に
意
義
が
あ
る
。
そ
の

た
め
に
は
、
交
通
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
の
形
成
な
ど
快
適
な
生

活
環
境
に
必
要
な
社
会
基
盤

の
整
備
と
、
魅
力
あ
る
ま
ち

づ
く
り
に
必
要
な
土
地
利
用

へ
の
本
格
的
な
取
り
組
み
が

必
要
で
あ
る
。
次
期
総
合
戦

略
に
は
、
こ
の
2
点
を
明
確

に
位
置
付
け
て
い
た
だ
き
た

い
。
な
お
、
地
理
的
に
離
れ

た
都
市
同
士
の
特
色
あ
る
繋

が
り
が
地
域
の
経
済
発
展
に

れ
ん
た
ん

有
効
な
場
合
も
あ
る
。
連
担

す
る
一
定
区
域
の
設
定
の
押

し
つ
け
は
反
対
で
あ
る
。

働
き
方
改
革
に
つ
い
て
は
、

政
府
で
成
長
戦
略
の
一
環
と

し
て
推
進
さ
れ
て
い
る
、
副

業
・
兼
業
推
進
の
た
め
の
環

境
整
備
の
中
に
、
地
方
議
員

へ
の
立
候
補
、
議
員
活
動
を

含
め
る
こ
と
を
検
討
し
て
い

た
だ
き
た
い
。
サ
ラ
リ
ー
マ

ン
層
な
ど
多
様
な
人
材
の
市

議
会
へ
の
参
画
を
さ
ら
に
促

し
、
議
会
を
活
性
化
さ
せ
る

こ
と
が
重
要
課
題
と
な
っ
て

い
る
た
め
、
議
員
の
な
り
手

を
増
や
す
一
助
と
し
た
い
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の

普
及
に
つ
い
て
は
、
依
然
と

し
て
国
民
の
不
安
も
あ
る
。

自
治
体
職
員
な
ど
を
対
象
に

し
た
取
得
促
進
に
関
し
て
も
、

丁
重
な
説
明
が
必
要
。
ま
た
、

市
町
村
の
協
力
に
つ
い
て
は
、

地
方
財
政
支
援
措
置
を
確
実

に
講
じ
て
い
た
だ
き
た
い
。

連連
担担
すす
るる
一一
定定
区区
域域
設設
定定

押押
しし
つつ
けけ
にに
反反
対対
表表
明明

協議の場の模様（右から2人目が山田会長）
【写真提供＝地方分権改革推進本部】

国
と
地
方
の
協
議
の
場
で
本
会

第2089号 令和元年7月5日 （2）全国市 議 会 旬 報
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※
年
表
記
が
な
い
も
の
は
平
成

31
年
、
令
和
元
年

▼
議
長

▽
伊
賀

中
谷
一
彦（
4
・
15
）

▽
延
岡

松
田
和
己（
5
・
2
）

▽
滝
川

関
藤
龍
也（
5
・
7
）

▽
駒
ヶ
根
三
原
一
髙（
5
・
13
）

▽
大
町

中
牧
盛
登（
5
・
13
）

▽
喜
多
方齋

藤
勘
一
郎（
5
・
14
）

▽
幸
手

小
林
啓
子（
5
・
14
）

▽
袋
井

戸
塚
文
彦（
5
・
14
）

▽
横
須
賀
板
橋

衛（
5
・
15
）

▽
ふ
じ
み
野小

林
憲
人（
5
・
15
）

▽
生
駒

中
谷
尚
敬（
5
・
15
）

▽
玉
野

三
宅
宅
三（
5
・
15
）

▽
広
島

山
田
春
男（
5
・
15
）

▽
多
摩藤

原
マ
サ
ノ
リ（
5
・
16
）

▽
常
総

倉
持

守（
5
・
16
）

▽
小
山

福
田
洋
一（
5
・
16
）

▽
碧
南
鈴
木
み
の
り（
5
・
16
）

▽
四
日
市
諸
岡

覚（
5
・
16
）

▽
伊
丹

佐
藤
良
憲（
5
・
16
）

▽
岡
山

浦
上
雅
彦（
5
・
16
）

▽
井
原

坊
野
公
治（
5
・
16
）

▽
室
戸

堺
喜
久
美（
5
・
16
）

▽
水
俣

岩
阪
雅
文（
5
・
16
）

▽
登
別
工
藤
倶
二
雄（
5
・
17
）

▽
山
形

斎
藤
武
弘（
5
・
17
）

▽
横
浜

横
山
正
人（
5
・
17
）

▽
相
模
原
石
川
将
誠（
5
・
17
）

▽
平
塚

片
倉
章
博（
5
・
17
）

▽
日
進

萩
野

勝（
5
・
17
）

▽
相
生

楠
田
道
雄（
5
・
17
）

▽
三
木

泉

雄
太（
5
・
17
）

▽
三
浦

草
間
道
治（
5
・
20
）

▽
藤
岡

野
口

靖（
5
・
20
）

▽
所
沢

青
木
利
幸（
5
・
20
）

▽
浜
松
栁
川
樹
一
郎（
5
・
20
）

▽
沼
津

植
松
恭
一（
5
・
20
）

▽
熱
海

竹
部

隆（
5
・
20
）

▽
磐
田

寺
田
幹
根（
5
・
20
）

▽
高
浜

北
川
広
人（
5
・
20
）

▽
池
田

渡
邉
千
芳（
5
・
20
）

▽
守
口

江
端
将
哲（
5
・
20
）

▽
富
田
林
岡
田
英
樹（
5
・
20
）

▽
四
條
畷
𠮷
田
裕
彦（
5
・
20
）

▽
宇
治

真
田
敦
史（
5
・
20
）

▽
呉

森
本
茂
樹（
5
・
20
）

▽
福
岡
阿
部
真
之
助（
5
・
20
）

▽
飯
塚

上
野
伸
五（
5
・
20
）

▽
荒
尾

安
田
康
則（
5
・
20
）

▽
函
館

工
藤
恵
美（
5
・
21
）

▽
秋
田

岩
谷
政
良（
5
・
21
）

▽
上
山

大
沢
芳
朋（
5
・
21
）

▽
新
潟

佐
藤
豊
美（
5
・
21
）

▽
長
岡

丸
山
広
司（
5
・
21
）

▽
糸
魚
川
中
村

実（
5
・
21
）

▽
小
浜

今
井
伸
治（
5
・
21
）

▽
八
王
子
浜
中
賢
司（
5
・
21
）

▽
三
鷹

石
井
良
司（
5
・
21
）

▽
東
村
山
熊
木
敏
己（
5
・
21
）

▽
東
大
和
中
間
建
二（
5
・
21
）

▽
富
士
吉
田横

山
勇
志（
5
・
21
）

▽
土
浦

篠
塚
昌
毅（
5
・
21
）

▽
筑
西

仁
平
正
巳（
5
・
21
）

▽
高
崎

松
本
賢
一（
5
・
21
）

▽
桐
生

北
川
久
人（
5
・
21
）

▽
伊
勢
崎
新
井

智（
5
・
21
）

▽
越
谷

伊
藤

治（
5
・
21
）

▽
蓮
田

中
野
政
廣（
5
・
21
）

▽
船
橋

日
色
健
人（
5
・
21
）

▽
鎌
ケ
谷
森
谷

宏（
5
・
21
）

▽
富
士

一
条
義
浩（
5
・
21
）

▽
豊
中

弘
瀬
源
悟（
5
・
21
）

▽
高
槻

吉
田
章
浩（
5
・
21
）

▽
八
幡

山
田
芳
彦（
5
・
21
）

▽
彦
根

馬
場
和
子（
5
・
21
）

▽
尾
道

福
原
謙
二（
5
・
21
）

▽
人
吉

�
信
八
郎（
5
・
21
）

▽
豊
後
大
野衞

藤
竜
哉（
5
・
21
）

▽
宮
崎

中
川
義
行（
5
・
21
）

▽
北
広
島
野
村
幸
宏（
5
・
22
）

▼
副
議
長

▽
伊
賀

福
田
香
織（
4
・
15
）

▽
南
房
総
長
谷
川
博（
4
・
26
）

▽
延
岡

松
田
満
男（
5
・
2
）

▽
滝
川

本
間
保
昭（
5
・
7
）

▽
札
幌

桑
原

透（
5
・
13
）

▽
駒
ヶ
根
小
原
茂
幸（
5
・
13
）

▽
大
町

太
田
昭
司（
5
・
13
）

▽
喜
多
方
坂
内
鉄
次（
5
・
14
）

▽
幸
手

小
林
啓
子（
5
・
14
）

▽
袋
井

田
中
克
周（
5
・
14
）

▽
横
須
賀
青
木
哲
正（
5
・
15
）

▽
ふ
じ
み
野島

田
和
泉（
5
・
15
）

▽
生
駒
伊
木
ま
り
子（
5
・
15
）

▽
玉
野

有
元
純
一（
5
・
15
）

▽
広
島

八
條
範
彦（
5
・
15
）

▽
多
摩
池
田
け
い
子（
5
・
16
）

▽
常
総

小
林

剛（
5
・
16
）

▽
小
山

植
村

一（
5
・
16
）

▽
碧
南

大
竹
敦
子（
5
・
16
）

▽
四
日
市
中
川
雅
晶（
5
・
16
）

▽
伊
丹

山
本
恭
子（
5
・
16
）

▽
岡
山

松
田
安
義（
5
・
16
）

▽
井
原

大
滝
文
則（
5
・
16
）

▽
室
戸

脇
本
健
樹（
5
・
16
）

▽
水
俣

牧
下
恭
之（
5
・
16
）

▽
登
別

杉
尾
直
樹（
5
・
17
）

▽
山
形
長
谷
川
幸
司（
5
・
17
）

▽
横
浜
谷
田
部
孝
一（
5
・
17
）

▽
相
模
原
森

繁
之（
5
・
17
）

▽
平
塚

秋
澤
雅
久（
5
・
17
）

▽
日
進

道
家
富
好（
5
・
17
）

▽
相
生

土
井
本
子（
5
・
17
）

▽
三
木

岸
本
和
也（
5
・
17
）

▽
三
浦

藤
田

昇（
5
・
20
）

▽
藤
岡
内
田
裕
美
子（
5
・
20
）

▽
所
沢

大
石
健
一（
5
・
20
）

▽
浜
松

鳥
井
德
孝（
5
・
20
）

▽
沼
津

梶

泰
久（
5
・
20
）

▽
熱
海泉

明
寺
み
ず
ほ（
5
・
20
）

▽
磐
田

加
藤
文
重（
5
・
20
）

▽
高
浜

杉
浦
辰
夫（
5
・
20
）

▽
池
田

荒
木
眞
澄（
5
・
20
）

▽
守
口
小
鍛
冶
宗
親（
5
・
20
）

▽
富
田
林
伊
東
寛
光（
5
・
20
）

▽
四
條
畷
長
畑
浩
則（
5
・
20
）

▽
宇
治

渡
辺
俊
三（
5
・
20
）

▽
呉

上
村
臣
男（
5
・
20
）

▽
福
岡

楠

正
信（
5
・
20
）

▽
飯
塚

坂
平
末
雄（
5
・
20
）

▽
荒
尾

濱
崎
英
利（
5
・
20
）

▽
函
館

道
畑
克
雄（
5
・
21
）

▽
秋
田

小
野
寺
誠（
5
・
21
）

▽
上
山長

澤
長
右
衛
門（
5
・
21
）

▽
新
潟

佐
藤

誠（
5
・
21
）

▽
長
岡

中
村
耕
一（
5
・
21
）

▽
糸
魚
川
保
坂

悟（
5
・
21
）

▽
小
浜

藤
田
靖
人（
5
・
21
）

▽
八
王
子
五
間

浩（
5
・
21
）

▽
三
鷹

粕
谷

稔（
5
・
21
）

▽
東
村
山
石
橋
光
明（
5
・
21
）

▽
東
大
和蜂

須
賀
千
雅（
5
・
21
）

▽
富
士
吉
田宮

下
宗
昭（
5
・
21
）

▽
土
浦

平
石
勝
司（
5
・
21
）

▽
筑
西

田
中
隆
徳（
5
・
21
）

▽
高
崎

時
田
裕
之（
5
・
21
）

▽
桐
生

岡
部
純
朗（
5
・
21
）

▽
伊
勢
崎
長
沼
宏
泰（
5
・
21
）

▽
越
谷

畑
谷

茂（
5
・
21
）

▽
蓮
田
鈴
木
貴
美
子（
5
・
21
）

▽
船
橋

石
﨑
幸
雄（
5
・
21
）

▽
鎌
ケ
谷
中
村
潤
一（
5
・
21
）

▽
富
士

笠
井

浩（
5
・
21
）

▽
高
槻
岡
井
寿
美
代（
5
・
21
）

▽
八
幡

太
田
克
彦（
5
・
21
）

▽
彦
根

安
澤

勝（
5
・
21
）

▽
尾
道

宇
根
本
茂（
5
・
21
）

▽
人
吉

大
塚
則
男（
5
・
21
）

▽
豊
後
大
野宮

成
昭
義（
5
・
21
）

▽
宮
崎

外
山
良
則（
5
・
21
）

▽
北
広
島
大
迫

彰（
5
・
22
）

▼
事
務
局
長

▽
三
浦

新
倉
真
澄（
30
・
8
・
17
）

▽
札
幌

泉

善
行（
4
・
1
）

▽
恵
庭

水
内

誠（
4
・
1
）

▽
栗
原

鹿
野
有
三（
4
・
1
）

▽
越
前

中
村
恵
司（
4
・
1
）

▽
多
摩

中
島

宰（
4
・
1
）

▽
中
央（
東
京
）

伊
藤
孝
志（
4
・
1
）

▽
目
黒

中
野
愉
界（
4
・
1
）

▽
北

都
築
寿
満（
4
・
1
）

▽
横
浜

屋
代
英
明（
4
・
1
）

▽
横
須
賀
渡
部
良
次（
4
・
1
）

▽
平
塚

武
井
輝
夫（
4
・
1
）

▽
常
総

古
谷
克
美（
4
・
1
）

▽
取
手

𠮷
田
文
彦（
4
・
1
）

▽
桑
名

南
川
恒
司（
4
・
1
）

▽
伊
賀

川

孝
子（
4
・
1
）

▽
熊
野

仲
森
基
悦（
4
・
1
）

▽
長
岡
京
関

喜
多（
4
・
1
）

▽
彦
根

廣
瀬

淳（
4
・
1
）

▽
栗
東

月
舘
正
一（
4
・
1
）

▽
防
府

河
田
和
彦（
4
・
1
）

▽
さ
ぬ
き
山
下
和
久（
4
・
1
）

▽
筑
紫
野
白
水
哲
也（
4
・
1
）

▽
千
歳

奥
谷
則
世（
5
・
1
）

▽
天
草
市
（
熊
本
県
）

☎
0
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6
9
―
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4
―
8
8
3
5
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9
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議議
会会
人人
事事

7月5日現在の市区数
指定都市 20市
中核市 58市
施行時特例市 27市
一般市 687市
特別区 23区
計 815

電電
話話
番番
号号
等等
変変
更更
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全
国
市
議
会
議
員
互
助
会
は
、
全
国
の
市
議
会
議
員
の

相
互
の
交
流
親
睦
を
深
め
、
相
互
扶
助
を
行
う
こ
と
を
目

的
に
、
任
意
加
入
の
保
険
と
し
て
傷
害
総
合
保
険
の
「
全

国
市
議
会
議
員
団
体
補
償
制
度
」
と
疾
病
や
け
が
に
よ
る

入
院
・
手
術
を
補
償
す
る
「
全
国
市
議
会
議
員
医
療
保
険

制
度
」
の
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

今
回
は
、
令
和
元
年
8
月

1
日
か
ら
保
険
期
間
が
更
新

と
な
る
「
全
国
市
議
会
議
員

団
体
補
償
制
度
」
に
つ
い
て

ご
案
内
し
ま
す
。

「「
けけ
がが
のの
補補
償償
」」「「
賠賠
償償
のの
補補
償償
」」

充充
実実
のの
補補
償償
をを
ごご
提提
供供

同
団
体
補
償
制
度
は
、
議

員
の
皆
様
の
福
利
厚
生
制
度

の
一
環
と
し
て
、
日
常
生
活

に
お
け
る
「
け
が
」
と
「
賠

償
」
を
セ
ッ
ト
で
補
償
す
る

保
険
で
す
。
一
般
の
保
険
に

加
入
す
る
よ
り
も
有
利
な
保

険
料
・
補
償
範
囲
と
な
っ
て

い
ま
す
。

「
け
が
の
補
償
」は
、日
本

国
内
・
海
外
を
問
わ
ず
、通

勤
途
上
、公
務
中
、家
庭
内
、

職
場
内
、旅
行
中
な
ど
、日
常

生
活
に
お
け
る
あ
ら
ゆ
る
け

が
を
補
償
し
ま
す
。
地
震
な

ど
の
天
災
事
故
に
よ
る
け
が

も
補
償
し
ま
す
。

「
賠
償
の
補
償
」は
、本
人

だ
け
で
な
く
、
配
偶
者
や
同

居
の
親
族
な
ど
が
日
常
生
活

に
お
い
て
、
他
人
を
け
が
さ

せ
た
り
、
他
人
の
財
物
を
壊

し
た
り
し
た
こ
と
に
よ
り
、

法
律
上
の
賠
償
責
任
が
発
生

し
た
場
合
に
補
償
し
ま
す
。

加加
入入
対対
象象
はは
市市
議議
会会
議議
員員

夫夫
婦婦
型型
でで
配配
偶偶
者者
もも
補補
償償

退退
職職
後後
もも
継継
続続
加加
入入
可可
能能

市
議
会
議
員
の
皆
様
で
あ

れ
ば
、
ど
な
た
で
も
加
入
で

き
、
加
入
に
際
し
て
医
師
の

審
査
は
不
要
で
す
。

夫
婦
型
へ
の
加
入
で
、
配

偶
者
も
保
険
の
対
象
と
な
り

ま
す
。

ま
た
、
議
員
を
退
職
さ
れ

る
方
で
、
保
険
契
約
の
継
続

を
希
望
さ
れ
る
場
合
は
、
引

き
続
き
加
入
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

保保
険険
期期
間間
はは
88
月月
11
日日
かか
らら

中中
途途
加加
入入
もも
随随
時時
受受
付付

保
険
期
間
は
、
毎
年
8
月

1
日
か
ら
1
年
間
で
、
中
途

加
入
も
随
時
受
け
付
け
て
お

り
、
特
段
の
申
し
出
が
な
い

限
り
、
翌
年
度
以
降
も
自
動

更
新
と
な
り
ま
す
。

本
制
度
に
継
続
し
て
加
入

さ
れ
て
い
る
方
は
、
8
月
1

日
補
償
開
始
時
（
契
約
更
新

時
）
の
み
、
本
人
型
か
ら
夫

婦
型
へ
、
ま
た
は
夫
婦
型
か

ら
本
人
型
へ
変
更
で
き
ま
す
。

令
和
元
年
8
月
1
日
か
ら

1
年
間
の
保
険
料
は
、
年
齢

に
関
係
な
く
、
本
人
型
は
月

額
3
8
0
0
円
、
夫
婦
型
は

月
額
6
2
0
0
円
と
な
っ
て

い
ま
す
。

詳
し
く
は
、
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
（
6
月
19
日
付
に
て
各
市

議
会
事
務
局
に
送
付
）
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。
資
料（
無
料
）

を
ご
希
望
の
方
は
、
全
国
市

議
会
議
員
互
助
会
ま
で
お
気

軽
に
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

�
0
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3
2
6
2
�
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2
3
3

全
国
市
議
会
議
員
互
助
会
の
保
険

全全
国国
市市
議議
会会
議議
員員
団団
体体
補補
償償
制制
度度
のの
ごご
案案
内内

全国市議会議員 団体補償制度の概要
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